

























































6 時間培養の 3mM ATPでデータが得られなかったのは、これ
までの報告から ATPによるマクロファージのアポトーシスが
誘導されたことが考えられ，合わせて検討している．
【結論】
炎症や傷害などにより細胞から放出された ATPは，マクロ
ファージの貪食能の抑制，特に早期の貪食能に関与している．
  
1. ATPによる貪食能（捕食能力）の検討 
 
図1．マクロファージによる酵母貪食（X400） 
 
図2．3時間培養によるマクロファージによる酵母貪食率 
ｐ値はATP非添加群と各濃度の添加群との比較である（n=5） 
 
図3．6時間培養によるマクロファージによる酵母貪食率 
ｐ値はATP非添加群と各濃度の添加群との比較である（n=5） 
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